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8月 August 鬼のまち くらしのカレンダー

人口と世帯数
人　口     9,648 人　 （＋17）
男　性　　4,514 人　 （＋  3）
女　性　　5,134 人　 （＋14）
世帯数　　4,895 世帯 （＋  9）

6月30日現在

※(   ) は前月比です。

　７月３日、町内各所
で行われた広見川等統
一清掃。表紙は御年83
歳になる近永本町の金
谷さん。ふるさとの未
来のため、若者に負け
じと環境美化に励みま
す！

今月の表紙

…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…ブライアンとニコルとペイトンの英会話教室

人
P
英

犬
古

※健康診査・肺ＣＲ、胃・大腸・前立腺・肺炎

健康診査・がん検診等
日 医院名・電話番号
休日当番医

いしむら整形外科☎20-6635
橋本内科クリニック☎52-0808 市立宇和島病院小児科☎25-1111

市立宇和島病院小児科☎25-1111

小川クリニック☎23-3599
あべ医院☎32-2616

加藤整形外科☎22-7111
吉田内科泌尿器科医院☎25-1330

上田小児科☎25-0100

こおり小児科☎24-5633上甲外科クリニック☎25-5811
永井内科医院☎32-6688

しませ医院☎27-1888
富山医院☎45-0360 市立宇和島病院小児科☎25-1111

日 場所 受付時間 健診（※）

25

26

7

11

14

21

28

川口集会所

大村集会所

8：30～10：00

8：30～10：00

○

○

くらしのカレンダー002
鬼北町議会６月定例会003
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金006
児童扶養手当等について007
後期高齢者医療制度について008
まちのニュース009
まちのアルバム012
Information014
コラムの広場016
健康ほくほく通信・戸籍の窓018
Happy Birthday019
ほくほく鬼北家族の絆
健康づくり応援レシピ020

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

7/31

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

9/1

5

12

19

26

9/2

6

13

20

27

9/3

犬

英

英

人

英

英 犬

P

好藤・愛治・三島P

近永・泉P

近永・泉P

好藤・愛治・三島

古近永

古好藤・愛治

P 日吉

犬 P 日吉

山の日
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承
　
認

●
町
長
の
専
決
処
分
（
鬼
北
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承
認
に
つ
い
て

●
町
長
の
専
決
処
分
（
鬼
北
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承

認
に
つ
い
て

●
町
長
の
専
決
処
分
（
令
和
３
年
度
鬼
北
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
））
の
承
認

に
つ
い
て

議
　
案

●
鬼
北
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
（
清
水
最
終
処
分
場
施
設

整
備
工
事
）
の
締
結
に
つ
い
て

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

同
　
意

●
鬼
北
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い

て

一
　 

　
般
　 

　
質
　 

　
問

◆
末
　
廣
　
　
　
啓
　
議
員

【
鬼
の
造
形
物
に
つ
い
て
】

問
「
鬼
の
造
形
大
賞
」
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い

て
、
７
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
終
え
て
、
現
時

点
で
総
数
何
体
を
保
管
し
て
い
る
の
か
。

答
鬼
の
造
形
大
賞
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５

年
か
ら
、
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
全
国
か
ら
募
集
を

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
出
展
数
の
内
訳
は
、

第
１
回
62
作
品
、
第
２
回
57
作
品
、
第
３
回

52
作
品
、
第
４
回
57
作
品
、
第
５
回
58
作
品
、

第
６
回
73
作
品
、
第
７
回
１
０
３
作
品
、
合

計
で
４
６
２
作
品
を
出
展
い
た
だ
い
て
い

る
。

問
今
現
在
、
ど
こ
に
保
管
し
て
い
る
の
か
。

答
移
転
前
の
南
予
森
林
組
合
の
事
務
所
に
保

管
し
て
い
る
ほ
か
、
作
品
の
一
部
に
つ
い
て

は
、
役
場
庁
舎
内
や
道
の
駅
、
新
築
さ
れ
た
南

予
森
林
組
合
の
事
務
所
に
展
示
を
し
て
い
る
。

問
壊
れ
た
り
変
色
し
た
り
、
傷
ん
だ
り
は
し

て
い
な
い
か
。

答
出
展
い
た
だ
い
た
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
十
分
注
意
を
払
い
、
丁
寧
に
扱
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
梱
包
ケ
ー
ス
か
ら

の
取
り
出
し
時
に
一
部
が
破
損
、
ま
た
、
作

品
到
着
時
に
お
い
て
既
に
破
損
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
、
作
品
展
示
の
際
に
は
、
作
品
画

像
を
元
に
、
担
当
課
で
可
能
な
限
り
修
復
、

復
元
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
展
示
終
了
後
は
、

梱
包
時
の
状
態
で
収
納
し
、
経
年
劣
化
に
よ

る
傷
み
や
色
落
ち
等
の
無
い
よ
う
、
保
管
に

努
め
て
い
る
。

問
保
存
施
設
も
し
く
は
展
示
施
設
を
構
え
る

構
想
は
あ
る
の
か
。

答
展
示
期
間
終
了
後
に
お
い
て
は
、
作
品
の

ほ
と
ん
ど
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
保
管
さ

れ
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
鬼

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
継
続
し
て
い
く

上
で
、
展
示
施
設
の
在
り
方
、
整
備
に
つ
い

て
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
所
管
の
企
画
振
興
課
に
お

い
て
、
遊
休
施
設
や
空
き
家
を
活
用
し
た
展

示
施
設
、
ま
た
、
造
形
物
の
製
作
設
備
を
備

え
た
新
設
の
展
示
施
設
等
を
視
察
す
る
な

ど
、
造
形
物
展
示
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、
整
備

時
期
や
整
備
概
要
な
ど
、
具
体
的
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
造
形
物
展

示
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め

る
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。

【
Ｅ
―

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
の
レ
ン
タ
ル
状
況
に
つ
い
て
】

問
昨
年
６
月
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
が

開
始
に
な
っ
た
が
、
ど
こ
で
借
り
ら
れ
る
の

か
。
利
用
料
金
は
い
く
ら
か
。

答
道
の
駅
の
「
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し
」
と

「
日
吉
夢
産
地
」、
ま
た
、「
成
川
渓
谷
休
養

セ
ン
タ
ー
」
で
も
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
利
用
料
金
は
１
日
当
た
り
５
０
０
円
に

設
定
し
て
い
る
。

問
何
台
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。
機
種
は
み
な

同
じ
な
の
か
。

答
現
在
、「
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し
」
に
６
台
、

「
日
吉
夢
産
地
」
に
４
台
、「
成
川
渓
谷
休
養

セ
ン
タ
ー
」
に
４
台
、
合
計
14
台
を
配
置
し

て
い
る
。

　

機
種
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ド
ツ
ー
リ
ン
グ

に
適
し
た
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
と
、
未
舗
装
な
ど

の
悪
路
に
適
し
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
２

種
類
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
を
、
３
施
設
に
２

台
ず
つ
配
備
し
て
い
る
ほ
か
、「
広
見
森
の

三
角
ぼ
う
し
」
に
は
、
軽
量
で
街
乗
り
に
適

し
た
シ
テ
ィ
タ
イ
プ
も
２
台
配
置
し
、
３
種

類
の
Ｅ
―

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

問
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。
今
年

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。

答
昨
年
６
月
か
ら
今
年
４
月
ま
で
に
お
け
る

配
置
場
所
ご
と
の
月
別
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、

６
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

３
台

　

日
吉
夢
産
地　

０
台 

７
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

２
台

　

日
吉
夢
産
地　

０
台

８
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

７
台

　

日
吉
夢
産
地　

６
台

９
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

12
台

　

日
吉
夢
産
地　

６
台

10
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

６
台

　

日
吉
夢
産
地　

７
台

11
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

11
台

　

日
吉
夢
産
地　

７
台

12
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

４
台

　

日
吉
夢
産
地　

０
台

１
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

２
台

　

日
吉
夢
産
地　

０
台

２
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

６
台

　

日
吉
夢
産
地　

０
台

３
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

10
台

　

日
吉
夢
産
地　

０
台

４
月
が
、
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し　

９
台

　

日
吉
夢
産
地　

２
台

合
計
で
、「
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し
」
が
72
台
、

「
日
吉
夢
産
地
」
が
28
台
の
利
用
状
況
と
な
っ

て
い
る
。「
成
川
渓
谷
休
養
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て
は
、
各
月
と
も
利
用
の
無
い
状
況
が
続

い
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ー

ズ
ン
や
夏
休
み
期
間
に
お
い
て
、
利
用
の
周

知
等
、
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、「
広
見
森
の
三

角
ぼ
う
し
」
で
12
台
の
利
用
が
あ
り
、
他
の

施
設
に
つ
い
て
は
利
用
の
無
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

問
普
段
、
乗
り
慣
れ
な
い
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
だ
が
、
レ
ン
タ
ル
中
の
事
故
・
怪
我
等

の
発
生
は
な
い
か
。

答
現
在
ま
で
に
、
事
故
や
怪
我
等
が
発
生
し

た
事
案
は
無
い
と
伺
っ
て
い
る
が
、
引
き
続

き
、
各
施
設
と
連
携
し
、
安
全
な
事
業
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鬼
北
町
議
会　
月
定
例
会

６

　

第
２
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
６
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
承

認
３
件
、
議
案
５
件
、
同
意
１
件
が
提
案
さ
れ
、
議
案
１
件
が
否
決
と
な
り
、

そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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【
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
に
つ
い
て
】

問
侵
入
防
止
柵
（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
・

電
気
柵
等
）
設
置
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
受

益
者
１
名
５
ａ
以
上
の
農
地
の
申
請
者
の
昨

年
度
実
績
を
問
う
。

答
令
和
３
年
度
の
申
請
者
数
は
17
名
、
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
電
気
柵
の
整
備
延
長

は
４
，
５
６
０
ｍ
で
、
総
事
業
費
３
２
１
万

円
に
対
し
て
、
１
２
５
万
５
千
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

問
し
い
た
け
圃
場
の
面
積
要
件
が
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

答
し
い
た
け
圃
場
に
つ
い
て
は
、
５
ａ
に
満

た
な
い
小
規
模
面
積
で
の
生
産
出
荷
が
可
能

で
、
出
荷
者
か
ら
の
被
害
防
止
柵
の
補
助
要

望
が
あ
っ
た
た
め
、
平
成
29
年
度
に
、
し
い

た
け
圃
場
の
面
積
要
件
を
な
く
し
て
、
被
害

防
止
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

問
道
の
駅
や
Ｊ
Ａ
等
へ
の
出
荷
者
又
は
出
荷

予
定
者
の
昨
年
度
の
申
請
実
績
を
問
う

答
申
請
者
数
、
事
業
費
、
補
助
金
額
と
も
に
、

１
点
目
の
ご
質
問
で
答
弁
し
た
実
績
と
、
同

じ
と
な
っ
て
い
る
。

◆
中
　
山
　
定
　
則
　
議
員

【
史
跡
等
妙
寺
旧
境
内
保
存
整
備
活
用
基
本

計
画
に
つ
い
て
】

問
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
今
年
度
完
成
予
定
で

あ
る
が
、
平
坦
部
Ａ
、
展
望
場
、
そ
の
他
工

事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
平
坦
部
Ａ
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
元
年
度
に
、
斜
面
安
定
化
対
策
工

事
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
整
備

工
事
、
案
内
板
及
び
解
説
板
の
設
置
等
を
予

定
し
て
い
る
。
展
望
場
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
に
展
望
場
デ
ッ
キ
設
置
工
事
を
実
施

し
、
２
カ
所
に
展
望
デ
ッ
キ（
３
ｍ
×
３
ｍ
規

模
）を
設
置
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
地
区
内
に

ト
イ
レ
や
休
憩
所（
四
阿
や
ベ
ン
チ
等
）を
設

置
予
定
で
あ
り
、
設
計
が
完
了
し
て
い
る
が
、

雨
水
排
水
処
理
工
事
と
併
せ
、一
般
公
開
ま
で

に
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
ほ
か
の
工
事
と
し
て
、
今
年
度
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
の
建
築
工
事
完
了
後
、
施
設
内

部
の
展
示
工
事
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

問
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
管
理
運
営
方
法
、
ガ

イ
ド
ス
タ
ッ
フ
は
揃
っ
て
い
る
か
等
に
つ
い

て
問
う
。

答
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
管
理
運
営
方
法
に
つ

い
て
は
、
施
設
や
史
跡
を
活
か
し
た
取
り
組

み
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
管
理

を
行
う
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
、
配
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
は
、
史
跡
の
活
用
を
前
提
と

し
た
施
設
で
あ
り
、
史
跡
の
維
持
管
理
・
活

用
を
含
め
た
形
で
の
運
営
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
、
史
跡
等
妙
寺
サ

ポ
ー
タ
ー
（
仮
称
）
を
募
集
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
史
跡
の
一
般
公
開
に
あ
た
っ
て
、
史
跡
内

へ
の
一
般
車
両
の
乗
り
入
れ
は
制
限
す
る
予

定
な
の
か
問
う
。

答
史
跡
内
の
中
野
川
林
道
に
つ
い
て
は
、
町

有
林
及
び
国
有
林
の
管
理
道
と
し
て
、
国
・

町
の
共
用
林
道
と
な
っ
て
お
り
、
愛
媛
森
林

管
理
署
（
宇
和
島
森
林
事
務
所
）
と
、
こ
れ

ま
で
、
路
面
舗
装
や
一
般
車
両
の
制
限
、
迂

回
路
等
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
現
状
の
林
道
は
、
営
林
の
た
め
の
道
で

あ
る
た
め
、
急
勾
配
で
起
伏
が
著
し
く
、
一

般
車
両
の
乗
り
入
れ
に
は
大
変
不
向
き
な
道

路
で
あ
る
が
、史
跡
の
第
一
次
一
般
公
開
（
平

坦
部
Ａ
整
備
予
定
の
令
和
６
年
度
）
ま
で
に
、

路
面
舗
装
等
の
林
道
整
備
を
行
う
予
定
は
な

く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
史
跡
内
へ
の
一
般
車

両
の
乗
り
入
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

問
共
用
林
道
中
野
川
線
迂
回
路
は
、
史
跡
の

保
護
、
一
般
公
開
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

化
に
必
要
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。
整
備
に

向
け
て
の
検
討
状
況
を
問
う
。

答
迂
回
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
路
線
や
工
事

方
法
等
の
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
一
部
地

権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
中
野
川
林
道
の
路
面
舗
装
等
の
林

道
整
備
と
併
せ
て
、
よ
り
良
い
方
向
性
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
改
築
事
業
及
び
駅
前
町
有
地

の
整
備
に
つ
い
て
】

問
今
年
度
、
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
改
築
事
業
は
完
成

予
定
で
あ
る
か
。

答
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
の
改
修
予
定
に
つ
い
て
は
、

改
修
・
建
築
に
か
か
る
工
事
予
算
を
今
回
の

定
例
会
に
提
案
し
、
予
算
可
決
後
に
入
札
準

備
、
公
告
等
の
手
続
き
を
経
て
、
入
札
・
仮

契
約
を
８
月
中
に
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
契
約
金
額
が
、
議
会
の
議
決
が
必
要

と
な
る
５
千
万
円
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
９
月
に
開
催
予
定
の
定
例
会
で
、

承
認
を
お
願
い
す
る
予
定
で
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
契
約
締
結
後
は
、
速
や
か
に
仮
駅

舎
の
設
置
、
現
駅
舎
の
撤
去
を
行
っ
た
後
、

新
駅
舎
の
建
築
工
事
に
取
り
掛
か
る
予
定
と

し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
令
和
５
年
３
月
末
完

成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く
予
定
と
し
て
い

る
が
、
Ｊ
Ｒ
と
の
調
整
、
建
築
資
材
・
設
備

資
材
の
調
達
等
で
工
期
が
遅
延
す
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
工
事
の
繰
越
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
駅
前
の
町
有
地
の
整
備
は
、
自
転
車
置
場
・

駐
車
場
・
道
路
の
区
画
線
・
案
内
表
示
等
の

整
備
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
整
備

し
て
い
く
考
え
か
。

答
駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、
新
駅
舎
横
と
現
在

地
付
近
に
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
商
店
街
来
客
用
と

し
て
Ｊ
Ｒ
か
ら
商
工
会
が
借
り
受
け
て
い
た

駐
車
場
敷
地
を
、
昨
年
度
に
町
で
購
入
し
、

Ｊ
Ｒ
利
用
者
も
広
く
利
用
が
可
能
と
し
た
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
Ｊ
Ｒ
空
き
地
、

北
宇
和
高
校
駐
車
場
な
ど
を
臨
時
駐
車
場
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
や
そ
の
他
関
係
機
関
、
関
係

団
体
と
協
議
の
上
、
案
内
看
板
等
を
、
適
所

に
整
備
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
駅
前
広
場
は
、
道
路
法
上
に
お
け

る
道
路
で
は
な
い
が
、
駅
前
周
辺
で
営
業
さ

れ
る
事
業
者
等
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
、
駐
車
禁
止
区
域
や
送
迎
時
の

一
時
駐
車
区
域
な
ど
の
区
画
整
理
も
検
討
す

る
よ
う
、
指
示
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
】

問
高
齢
者
の
学
習
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

①
中
央
公
民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で

の
学
習
意
欲
の
高
い
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
の
専
門
性
の
高
い
講
座
。

答
中
央
公
民
館
で
開
催
す
る
専
門
性
の
高
い

講
座
と
し
て
は
、「
山
寺
講
座
」
が
あ
り
、
令

和
３
年
度
か
ら
、
史
跡
等
妙
寺
旧
境
内
や
町

内
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
各
分
野
の
専
門
の

講
師
を
招
い
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
令

和
４
年
度
は
３
回
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
現
在
、
建
設
中
の
史
跡
等
妙
寺
旧

境
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
「
奈
良
山
等
妙
寺
歴

史
交
流
館
」
や
史
跡
内
を
案
内
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
「
史
跡
等
妙
寺

サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
（
仮
称
）
学
習
会
」
を
、

令
和
４
年
度
に
、
５
回
開
催
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
九
州
国
立
博
物
館
で
行
わ
れ
た
、

旧
等
妙
寺
の
本
尊
「
菩
薩
遊
戯
坐
像
」
の
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
調
査
で
、
仏
像
内
に
木
製

八
角
五
輪
塔
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
・

意
義
等
に
つ
い
て
、
元
九
州
国
立
博
物
館
展

示
課
長
（
楠
井
隆
志
氏
）
を
招
い
て
、
講
演

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
専
門
性
の

高
い
講
座
を
含
め
た
生
涯
学
習
の
場
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
②
公
民
館
で
の
教
養
講
座
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
内
容
の
高
齢
者
学
級
。

答
令
和
４
年
度
、
公
民
館
が
主
催
し
実
施
予
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定
の
教
養
講
座
と
し
て
、「
寄
せ
植
え
」、「
絵

手
紙
」、「
生
け
花
」、「
将
棋
」、「
牛
鬼
面
づ

く
り
」、「
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
」、「
料
理
」、「
健

康
」、「
Ｉ
Ｔ
」
等
の
各
種
講
座
（
教
室
）
や
、

対
象
を
女
性
だ
け
に
絞
っ
た
各
種
趣
味
の
講

座
が
あ
る
。

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
対
象
と
す
る
「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
」、
地

区
住
民
を
対
象
に
、
健
康
増
進
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
「
歩
こ
う
会
」
や
「
ヨ
ガ
教
室
」、

「
３
Ｂ
体
操
」
等
が
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
世
代
が
集
い
、
生
涯
を
通
じ
て
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
や
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
講
座
・
教
室
を
企
画
・

運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
③
講
師
、
指
導
員
を
集
会
所
に
派
遣
し
て

行
う
教
養
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
。

答
各
地
区
公
民
館
で
は
、
各
種
講
座
・
教

室
等
を
開
催
し
て
い
る
が
、
集
会
所
等
に
講

師
等
を
派
遣
し
て
の
講
座
等
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
地
域
か
ら
、
集
会
所
等
で
講
座
を

開
催
し
た
い
の
で
講
師
等
の
派
遣
を
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
地
域
と
開
催
方

法
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
健
介
護
課
に
お
い
て
は
、
健
康

づ
く
り
施
策
と
し
て
健
康
学
級
の
開
催
や
運

動
教
室
を
実
施
し
、
日
頃
か
ら
気
軽
に
運
動

を
す
る
意
識
付
け
を
図
る
と
と
も
に
、
運
動

機
能
向
上
教
室
等
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
を
実
施
し
、

健
康
増
進
に
努
め
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
自
治
会
の
世
代
間
交
流
事
業
を
進
め
る
考

え
は
な
い
か
。

答
自
治
会
等
が
実
施
す
る
世
代
間
交
流
事
業

と
し
て
は
、
各
地
区
で
催
さ
れ
る
神
社
の
お

祭
り
や
お
寺
の
行
事
、
地
区
内
の
清
掃
活
動

や
季
節
ご
と
に
行
わ
れ
る
地
域
行
事
が
あ
る
。

ま
た
、
自
治
会
等
と
公
民
館
が
開
催
す
る
運

動
会
や
納
涼
大
会
、
レ
ク
バ
レ
ー
や
球
技
等

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
世
代
間
交
流
を
図
る
事

業
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
世
代
間
交
流
が

図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
昨
今
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
自
治
会
等
の
事
業
の
中
止
が
相
次
ぎ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
低
下
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
等
を
考
慮
し
た
上
で
、
国
や
県
、
他
市

町
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
動
向
と
感
染
対
策
を
参

考
に
、
自
治
会
や
公
民
館
運
営
審
議
会
等
で

協
議
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携
・
強

化
が
図
れ
る
よ
う
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

◆
程
　
内
　
　
　
覺
　
議
員

【
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
】

問
子
供
達
が
成
長
し
て
い
く
上
で
は
、
あ
る

程
度
の
人
数
規
模
で
の
教
育
環
境
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
減
少
の
続
く
児
童
数

に
対
し
、
小
中
学
校
再
編
の
必
要
性
も
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

答
鬼
北
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
度

に
、「
鬼
北
町
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検

討
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
委
員
会
は
、
保

護
者
代
表
者
で
あ
る
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

地
域
代
表
者
で
あ
る
各
地
区
区
長
会
長
、
町

議
会
議
員
、
学
校
・
保
育
所
関
係
者
、
学
識

経
験
者
の
21
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
学
校

の
統
廃
合
に
肯
定
的
な
意
見
は
あ
っ
た
が
、

慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
も
多
く
、
ま

た
、
地
域
内
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関
係
団

体
の
意
思
統
一
が
で
き
ず
、
異
な
る
複
数
意

見
が
提
出
さ
れ
た
団
体
も
あ
っ
た
。

　

全
て
の
学
校
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
し
て
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
学
校
が
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
り
、
地
域
行
事

の
開
催
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
地
域
の

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
等
を
総
合
的

に
考
慮
し
、
地
域
や
関
係
機
関
と
も
協
議
を

行
っ
た
上
で
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
判
断

さ
れ
、「
令
和
７
年
度
に
再
検
討
す
る
。」
と

の
結
論
に
達
し
た
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

小
中
学
校
を
統
廃
合
す
る
計
画
は
な
い
。

【
大
切
な
農
地
に
つ
い
て
】

問
少
子
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
か
ら
大
切
な

農
地
を
守
れ
な
い
農
家
の
方
々
が
増
え
、
苦

悩
さ
れ
て
い
る
。
心
配
事
を
少
し
で
も
減
ら

せ
る
政
策
は
あ
る
か
問
う
。

答
ま
ず
、
国
の
政
策
と
し
て
は
、
先
の
国
会

で
、
人
・
農
地
関
連
法
案
を
可
決
・
成
立
さ

せ
、
農
地
の
集
約
化
と
、
人
の
確
保
・
育
成
、

農
地
保
全
に
よ
る
荒
廃
防
止
な
ど
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
は
、
地
域
農

業
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
の
場
を

設
け
、
目
標
地
図
を
含
め
た
地
域
計
画
（
人
・

農
地
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
、
農
業
委
員
会
は
、

農
業
を
担
う
者
ご
と
に
、
利
用
す
る
農
用
地

な
ど
を
定
め
た
目
標
地
図
の
素
案
づ
く
り
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

鬼
北
町
と
し
て
も
、
各
地
域
と
の
協
議
を

進
め
、
地
域
計
画
を
策
定
し
、
農
地
利
用
の

姿
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
担
い
手
へ
、

計
画
的
に
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
り
、

守
る
べ
き
農
地
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
町
で
は
農

業
研
修
生
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入

れ
に
よ
る
担
い
手
確
保
や
、
担
い
手
農
家
に

対
す
る
各
種
補
助
等
の
実
施
に
よ
り
、
農
業

経
営
の
基
盤
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
大
切
な
農
地

が
守
ら
れ
て
い
く
と
い
う
安
心
感
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
農
業
政
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
。

【
鬼
北
町
周
辺
地
域
の
核
つ
く
り
に
つ
い
て
】

問
日
吉
、
三
島
、
愛
治
地
区
を
は
じ
め
、
近

永
地
区
以
外
の
周
辺
地
域
で
は
人
口
減
少
が

止
ま
ら
ず
静
か
に
な
っ
て
い
く
ば
か
り
で
あ

る
。
移
住
者
誘
致
も
大
切
と
は
考
え
る
が
、

今
住
む
住
民
が
交
流
で
き
る
地
域
の
核
と
な

る
施
設
を
作
る
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。
作

る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

答
鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
今
年
４
月
末
現

在
の
人
口
が
、
９
，
６
３
１
人
と
、
10
年
前

の
平
成
24
年
４
月
末
の
人
口
に
比
べ
、
１
，

９
６
０
人
も
減
少
し
て
お
り
、
第
二
次
長
期

総
合
計
画
（
後
期
計
画
）
の
人
口
予
想
よ
り

も
、
早
い
ペ
ー
ス
で
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
過
疎
・

高
齢
化
の
更
な
る
進
行
に
よ
り
、
地
域
の
活

力
が
失
わ
れ
る
ば
か
り
か
、
集
落
機
能
の
維

持
す
ら
難
し
い
状
況
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
山
積
す
る
中
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
る
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る

移
住
者
向
け
の
空
き
家
改
修
補
助
金
の
増

額
、
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
減
少
が
著
し
い

地
域
に
つ
い
て
は
、
更
に
補
助
金
を
上
乗
せ

す
る
な
ど
、
事
業
の
拡
充
、
課
題
解
決
に
向

け
、
加
速
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
住
民
が
交
流
で
き
る
地
域
の
核
と
な
る
施

設
」
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
、
住
民
交
流
の
場
と
な
る
地

域
行
事
が
減
少
し
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
と
の

声
も
あ
る
中
、
改
め
て
、
地
域
の
交
流
拠
点

施
設
、
交
流
事
業
の
必
要
性
を
実
感
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
各
地
区
に
何
が
必
要
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
不
足
し
て
い

る
の
か
、
地
域
の
実
情
や
地
域
の
声
を
聞
き
、

各
地
区
公
民
館
、
行
政
と
地
域
が
連
携
し
、

事
業
の
検
討
、
取
り
組
み
を
図
る
体
制
が
必

要
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
、
今
後
も
、
各
地

区
の
公
民
館
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
住
民

の
皆
さ
ん
の
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
事

業
展
開
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付（１世帯あたり金10万円）は、住民税均等割非課税世帯や新型コロナ
ウイルス感染症の影響で家計急変のあった世帯を支援する、新たな給付金です。

１世帯あたり１０万円 市区町村が確認書(または申請書)を
受理した日から２０日後が目安です。

内閣府住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金コールセンター
☎0120ｰ526ｰ145
受付時間 9:00～20:00（土日祝、12/29～1/3を除く）

町民生活課　☎45-1111（内線2173）
｢住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金｣窓口
受付時間 平日9：00～17：00

（いずれかにあてはまる世帯）

※１　住民税非課税相当とは、世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和４年１月以降の任意の１か月収入×12倍）が市町村民税均
　　等割非課税水準以下であること(※2)を指します。（適用される限度額は、市区町村ごとに異なりますので、お住まいの市区町村
　　にお問い合わせ下さい。）
（一例）住民税非課税となる年間給与収入の目安（鬼北町の場合）単身の場合：93万円以下、扶養者１人の場合127.8万円以下
※２　新型コロナウイルス感染症の影響ではない収入減少により給付を申請した場合、不正受給（詐欺罪）に問われる場合があります。

●給付金を受け取るには、申請が必要です。
●申請書に必要事項を記入して、添付資料と一緒に、役場町民生活課へご提出ください。

●対象となる世帯には、基準日(令和４年６月１日)時点でお住まいの市区町村から、給付内容や確認事項
　が書かれた確認書が届きます。※令和３年度住民税非課税世帯であった世帯は対象外です。
●確認書の内容（支給要件、振込先等）を確認して、返送してください。 

●給付金を受け取るには、申請が必要です。
●申請書に必要事項を記入して、添付資料と一緒に、役場町民生活課へご提出ください。

広報きほく　2022.8 6



Info

　8月は「児童扶養手当」「特別児童扶養手当」の現況届の提出時期です。
　手当を受けている方は、毎年 1回、現況の確認のため、届出が必要です。該当者には個別にお知らせを送
付しますので、期限内にご提出ください。

◆所得制限について
　受給者本人または扶養義務者等の所得が一定の額以上であるときは手当は支給されません。
◆支給手続き
　手当を受けようとする方は必要書類を添えて申請し、審査後、認定を受ける必要があります。
◆現在手当を受けている方の届出
　身分関係や住所の変更、支給要件に該当しなくなったなど変動があった場合は、届出が必要です。

児童扶養手当・特別児童扶養手当について

問 町民生活課　福祉係　内線2118

【児童扶養手当】
　父母の離婚などにより父または母と生計が
同一でない児童が育成される家庭（ひとり親
家庭）に支給される手当です。
◆支給月額　※所得制限あり
　全部支給　月額43,070 円
　一部支給　月額43,060 円～ 10,160 円
　　第２子以降は加算あり
◆支給時期
　原則として年６回（奇数月）

【特別児童扶養手当】
　身体や精神に中度以上の障がいを有する児
童（20歳未満）を監護している父母または父
母に代わってその児童を養育している人に対
して支給される手当です。
◆支給月額　※所得制限あり
　１級（重度の障がい）　月額52,400 円
　２級（中度の障がい）　月額34,900 円
◆支給時期
　原則として年3回（４月、８月、11月）

◆所得制限について
　受給者本人または扶養義務者等の所得が一定の額以上であるときは手当は支給されません。
◆支給手続き
　手当を受けようとする方は必要書類を添えて申請し、審査後、認定を受ける必要があります。
◆現在手当を受けている方の届出
　身分関係や住所の変更、支給要件に該当しなくなったなど変動があった場合は、届出が必要です。

障害児福祉手当・特別障害者手当について

【障害児福祉手当】
　重度の障がい児に対し、日常において常時
の介護を必要とする状態にある在宅の20歳未
満の方に支給される手当です。
◆支給月額　14,850 円　※所得制限あり
◆支給時期
原則として年４回（２月、５月、８月、11月）

【特別障害者手当】
　精神または身体に著しく重度の障がいを有
し、日常生活において常時特別の介護を必要
とする状態にある在宅の20歳以上の方に支給
される手当です。
◆支給月額　27,300 円　※所得制限あり
◆支給時期
原則として年４回（２月、５月、８月、11月）

詳細については鬼北町ホームページをご参照ください。
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【後期高齢者医療制度】
10月から被保険者証が変わります

問 町民生活課　保険年金係　内線2116

　後期高齢者医療制度に負担割合２割が新設されます。10 月 1 日から使用する被保険者証（薄緑色）につ
きましては、９月下旬の発送を予定しています。10 月以降は、７月下旬に送付した被保険者証（青色）を
絶対に使用しないようよろしくお願いします。
※負担割合変更の有無にかかわらず、被保険者全員に新しい被保険者証を発送いたしますのでご注意ください。

後期高齢者医療被保険者証（青色） 後期高齢者医療被保険者証（薄緑色）

10月1日から

○変更点
　下記のとおり、有効期限（被保険者全員）、一部負担金の割合（対象者のみ）が変更となります。

※有効期限は「令和５年７月31日」となります。（令和３年度までの保険料に未納がある場合は有効期限が異
なります。）
※一部負担金の割合は１割、２割、３割のいずれかとなります。10月以降の負担割合については下記のフロー
チャートをご確認ください。

○一部負担金割合フローチャート

同一世帯に住民税課税所得が145万円以上（各種控除後）の被保険者がいる。

被保険者の収入額が383万円以上
（被保険者が２人以上の場合は収入の合計が520万円以上）

同一世帯に住民税課税所得が28万円以上（各種控除後）の被保険者がいる。

被保険者の「年金収入＋その他の合計所得額」が200万円以上
（被保険者が２人以上の場合は収入の合計が320万円以上）

３割

2割

1割

いない いる

未満

いない いる

以上

以上

未満
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Kihoku’s News

表　彰
Topics 長年地方自治に尽くした功績により　旭日単光章を受章

　このたび、元鬼北町議会議員の山本悟さん＝
小倉＝に旭日単光章が贈られました。
　山本さんは、昭和 62 年４月、広見町議会議員
に初当選。合併後は鬼北町議会議員として、通
算 22 年間にわたり、高い政治信念をもって地方
自治の伸展に尽力されました。その間、議会副議
長や産業建設常任委員会委員長なども歴任。議
会の円滑な運営と町民の福祉向上、教育の振興
等に大きく貢献されました。
　この他、広見町商工会理事として、地元商店
街の活性化を通して、地域産業の進展に多大な
貢献をされた功績が称えられ、このたびの受章
となりました。

問 総務財政課　庶務係　内線2201、2203、2204

鬼北町職員を募集しますお知らせ
info

　鬼北町では、令和５年度採用にかかる職員を募集します。

表　彰
Topics 愛媛県食生活改善推進連絡協議会会長表彰

　このたび、芝美智子さん＝小倉＝に愛媛県食生
活改善推進連絡協議会会長表彰状が贈られました。
　芝さんは平成 16 年に広見町保健栄養推進協議
会会員となり、平成 22 年の鬼北町会長就任後も、
地域の食生活改善に取り組むとともに、役員の資
質向上と組織の育成強化及び拡充を図りました。
　会員としての活動はもとより、農協女性部での
活動や民生委員等の経験があり、行政や各種団体と
連携し、健康で明るいまちづくりを活発に推進した
功績が称えられ、このたびの受賞となりました。

◆受付期間
　８月15日（月）までの土・日・祝日以外
の８時 30 分から 17 時 15 分まで。
　※郵送の場合も８月15日（月）必着
◆募集職種および人員

※採用予定人員は見込数であり、多少増減
する場合があります。

◆試験
【第１次試験】
期日　９月 18 日（日）
場所　鬼北町中央公民館、近永公民館
【第２次試験】
期日　10 月 22 日（土）　　場所　鬼北町近永公民館
◆提出書類
①受験願書　②受験票
③学芸員受験者は、発掘調査歴及び業績目録
※願書等は、総務財政課、役場日吉支所、各公民館に
備え付けており、郵便でも請求できます。また、町
ＨＰからもダウンロードできますが、受験願書は両
面印刷とし、受験票はＡ５サイズとしてください。
詳しくは鬼北町ホームページをご覧ください。

試験区分 採用予定人員

上級 学芸員
（埋蔵文化財） 若干名

初級
一般事務 若干名
保育士 若干名
薬剤師 １名程度
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まちのお知らせ

問 えひめ南予きずなカード運営事務局（委託事業者／株式会社エス・ピー・シー）　☎0120-267-143

お知らせ
info 「えひめ南予きずなカード」で南予をお得に巡ろう！

　えひめ南予きずな博の開催期間中、南予地域の 400 店舗以上でお得な特典が受けられる「えひめ
南予きずなカード」を絶賛発売中！！
お求め方法、使い方は簡単！

お知らせ
info

たくさんの方からの寄附に感謝

鬼北町を支える「ふるさと納税制度」

　「ふるさと納税」とは、現住所に関わらず、生まれ故郷やお世話になった地域、応援したい地域
への気持ちを形にできる寄附制度です。
　鬼北町でも、全国の方々からご支援をいただいており、町内で取り組んでいるさまざまな事業を
推進するためにこの寄付金を活用しています。
寄附金の活用事業一覧≪令和２年度寄附金額（61,312,000 円）≫

①加盟店舗で１枚 500 円（税込み）できずなカードを購入。
　※加盟店舗はきずなカードホームページで確認できます。
②カードが利用できるお店を探す。
③お店できずなカードを提示。

お知らせ
info 第３回鬼北町議会臨時会報告

第３回鬼北町議会臨時会　６月 21 日開催　　議案１件が提案され、可決されました。
■令和４年度鬼北町一般会計補正予算（第２号）について

【医療福祉の充実したまちづくり事業】
・不妊治療助成事業
・シルバー人材センター運営事業
【産業活性化事業】
・地産地消推進事業
・起業チャレンジ支援事業
【自然環境と共存するまちづくり事業】
・防犯灯設置事業
【住環境整備事業】
・住宅リフォーム事業
【鬼のまちづくり事業】
・鬼のまちづくりプロジェクト支援事業
・鬼の町まちづくり推進事業
【町長推進事業】
・公営塾、サテライトオフィス、
コワーキングスペース備品購入事業

【教育・文化・スポーツ等振興事業】
・すくすく鬼北っ子応援事業
・放課後児童クラブ運営事業
・放課後子ども教室運営事業
・町立学校用木製机、椅子整備事業
・スポーツ選手強化育成事業

きずなカードは１枚で期間中に何度でも使用できます。お得に南予を巡って楽しもう！
詳細は「きずなカード」で検索、もしくはこちらのQRコードから→

　寄附金の使い道を７つの
事業の中から選んでもらう
ことで、寄附者の地域への
思いを形にしているよ！
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Kihoku’s News

問 企画振興課　地域活力創出係　内線2213

お知らせ
info 令和４年度就業構造基本調査のお知らせ

　愛媛県では総務省の委託を受け、令和４年 10 月１日現在で、令和２年国勢調査調査区のうち、総
務大臣の指定する調査区において 15 歳以上の世帯員を対象に、就業構造基本調査を行います。
　この調査は、国民の就業および不就業の状態を調査し、全国および地域別の就業構造に関する基
礎資料を得ることを目的としています。
　対象となる調査区には、９月から 10 月にかけて統計調査員が訪問させていただきます。
　つきましては、ご多用のこととは存じますが、調査にご協力いただきますようお願い申し上げます。
　なお、調査票に記入された事柄は、「統計法」により厳しく秘密が守られますとともに、統計以外
の目的に用いられることは禁じられています。

問 総務財政課　管財係　内線2209

令和４年度５月・６月の鬼北町工事入札結果お知らせ
info

問 宇和島税務署　個人課税第一部門　法人課税第一部門　☎0895－ 22－ 4511（代表）

宇和島税務署からのお知らせ

消費税インボイス制度説明会
お知らせ
info

入札日 工事名 場所 工事概要
落札業者

主管課
落札額（税抜）

5/20 清水最終処分場施設整備工事 清　水 切土工　24,100㎥　
盛土工　26,400㎥

㈴松浦土建 環　境
保全課62,500,000

6/22 令和４年度鬼北町上水道施設
電気計装設備更新工事 近永他 電気計装設備更新工事一式　

遠方監視装置機能増進工事一式

四国通建・兵頭電
気特定建設工事
共同企業体 水道課

288,000,000

6/22 (R4)町道成川線道路防災工事
（その５） 奈　良 擁壁 Ｌ＝ 13 ｍ・Ｖ＝ 17㎥　

落石防護柵工 Ｌ＝ 12 ｍ
㈲上甲建設

建設課
2,400,000

6/22 三島小学校ワークコート
舗装改修工事 延　川 ワークコート舗装改修

愛媛建設㈱
教育課

5,570,000

　令和５年 10 月１日から、消費税インボイス制度が始まります！
　インボイスを交付できるのは、登録を受けた「インボイス発行事業者」に限られます。
　制度の理解を深めて必要な準備を進めていただくため、説明会（無料）にぜひご参加ください。
登録申請相談会　
　制度の概要を説明した後、登録申請を希望される方の申請手続をサポートします。

開　催　日 開　催　時　間 定員 定 　員
令和４年８月30日（火） 10：00 ～ 11：30 20名 宇和島税務署 ２階大会議室

（宇和島市堀端町１-38）令和４年９月27日（火） 10：00 ～ 11：30 20名

令和４年９月28日（水） 10：00 ～ 11：30 30名 愛南町役場 ３階大会議室
（南宇和郡愛南町城辺甲2420）

開　催　日 開　催　時　間 定員 定 　員
令和４年８月30日（火） 13：30 ～ 14：30 20名 宇和島税務署 ２階大会議室

（宇和島市堀端町１-38）令和４年９月27日（火） 13：30 ～ 14：30 20名

消費税の申告をされたことがない方向け説明会　
　免税事業者の方などを対象に制度の説明をします。

制度の情報は
国税庁
特設サイトへ

※説明会への参加
希望の方は、お電
話での事前予約を
お願いします。
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まちのアルバムまちのアルバム

【個人】
▼卓球男子シングルス
　　②水谷歩(広見) ／③東奏多(広見)
▼卓球女子シングルス　⑤芝美羽(広見)
▼卓球女子ダブルス
　　①鷹見涼華・大野ひかり(広見)
　　②長田実優・谷口海莉(広見)
▼ソフトテニス男子
　　①橋本天馬・上山幹雄(日吉)
　　②石山大翔・善家昂生(広見)
　　③渡邊陸・髙田陽生(広見)
　　③岡本晃廣・平山威舞(広見)
▼ソフトテニス女子
　　①高瀬ひより・清水咲(広見)
　　②山下咲蘭・川平夏海(日吉)
　　③馬木里緒・宮本蒼空(日吉)
　　⑤岡崎瑚都・岡崎美都姫(広見) 
▼バドミントン女子　①芝結衣(広見)
▼走幅跳男子
　　①松原虹太(広見) ／③濱田暁(広見)

　第17回宇和島市・北宇和郡中学校総合体育大会が、５
月31日・６月１日・２日に開催され、宇和島市・北宇和
郡内の各会場で熱戦が繰り広げられました。（水泳競技
の部・陸上競技の部は６月15日開催）
　主な大会結果(県大会出場者)は次のとおりです。（丸
付き数字は順位）
【団体】
▼卓球女子　①広見中
▼ソフトテニス男子　①広見中
▼ソフトテニス女子　①日吉中
▼軟式野球　②広見中

県大会出場を目指してハツラツプレー
◎第17回宇和島市・北宇和郡中学校総合体育大会

　６月18・19日の２日間、広見体育センターで鬼北
山野草会（会長・武田國次）が主催する「初夏の山
野草展」が開催されました。
　会場には、初夏らしい緑鮮やかなものや、淡い優
しい色のものなど、会員11人が美しく仕立てた作品
201点を展示。訪れた人たちは、蒸し暑い梅雨の空
気の中、涼しげな山野草に癒されながら、愛好家ど
うしの交流を深めていました。
　次回は、10月15・16日の２日間、「秋の山野草展」
として開催されます。

涼を届ける癒しの彩り
◎初夏の山野草展◎初夏の山野草展

　６月８日、第18回ナイターソフトボール大会開幕
式が、鬼北総合公園グラウンドで行われ、14チーム
が集結しました。
　式では、前回優勝チームを代表して、F－１から
優勝旗の返還があった後、モンゴリアンチョップの
濱田信久選手が選手宣誓。兵頭町長の始球式で、熱
戦が開幕しました。
　開幕式の後には、早速試合が行われ、選手たちは
声をかけ合いながら笑顔で白球を追いかけ、さわや
かな汗を流して親睦を深めていました。

夏の夜の熱い戦い　今年も開幕
◎第18回ナイターソフトボール大会　開幕式
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Kihoku’s Tpicks

　６月23日、北宇和高校２、３年生を対象にした地
元企業説明会が開催されました。
　地元で働くことの魅力を発信し、将来地元に定着
する高校生の増加と、企業等の人材確保を目的に、
毎年開催されている本説明会。今回は、町内に事業
所のある企業や行政機関など22事業所が参加し、映
像や写真で仕事の様子を見せたり、実際に仕事で使
う道具を紹介したりしながら、魅力を発信しました。
　高校生たちは、地元で働く人の生の声を通して、
自身の進路選択について真剣に考えていました。

地元で働く未来を考える

　６月21日、鬼北町青年団と広見中学生との座談会
「くるまざ♡ミーティング」が、広見中学校体育館
で初めて開催されました。
　中学３年生約60名と、地域に生きる少し年上の先
輩である青年団員９名が参加し、１グループ５名か
ら７名に分かれて、車座になって行われた座談会。
団員たちは、自身の学生時代を振り返ったり、鬼北
町での仕事に就いた経緯などを話したりしながら、
成功体験・失敗談・悩みなどを赤裸々に語り、これ
から大人の階段を上っていく中学生たちに、アドバ
イスを伝えていました。

青年団×中学生　くるまざで若者交流
◎くるまざ♡ミーティング

　６月30日、三島小学校の児童が明屋書店広見店を
訪れ、お気に入りの本を選びました。
　町内全ての小中学校を対象に実施される「本屋へ
行こうプロジェクト」。自分で選んだ本が学校の図
書室にも置かれ、本を通じて友達の輪が広がり、読
書への興味・関心が一層高まることを期待して実施
されています。
　児童たちは、書店に並ぶたくさんの本の中から、
じっくり悩んでお気に入りの１冊を選び取り、一人
ひとりがレジに向かい、大事そうに持ち帰っていま
した。

自分で選んで読書に親しむ
◎本は友だち　本屋へ行こうプロジェクト◎本は友だち　本屋へ行こうプロジェクト

　６月26日、史跡関係講演会「等妙寺菩薩遊戯坐像
から発見された木製八角五輪塔と舎利」が近永公民
館で行われました。
　九州国立博物館での特別展示に先立ち、X線CTス
キャンで内部を調査した等妙寺菩薩遊戯坐像。その
結果、内刳りが施された像内には、木製の八角五輪
塔と、釈迦の遺骨に見立てた仏舎利が納められてい
ることが、新たに分かりました。
　参加者たちは、調査を担当した福岡県庁文化振興
課の楠井隆志参事による説明に熱心に耳を傾け、秘
仏への理解を深めていました。

ＣＴスキャンで得られた新発見を未来へ
◎等妙寺菩薩遊戯坐像　講演会
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ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の

え
ひ
め
２
０
２
３
」
の
入
賞
者
等

に
授
与
す
る
メ
ダ
ル
及
び
楯
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
デ
ザ
イ
ン
が
選
手
の
宝
物

に
！
入
賞
者
に
は
副
賞
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
９
月
30
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
ね
ん
り
ん
ピッ
ク
推
進
課

　
☎
０
８
９-

９
６
１-

１
５
０
９

日

　時

　
８
月
22
日
㈪

　
13
時
30
分
〜
15
時

場

　所

　
宇
和
島
警
察
署

内

　容

○
業
務
説
明

○
警
察
官
（
高
校
卒
程
度
）、
警

　
察
事
務（
初
級
）、選
考（
武
道
・

　
語
学
・
サ
イ
バ
ー
）
採
用
試
験

　
概
要

○
ゲ
ス
ト
職
員
と
の
フ
リ
ー
ト
ー

　
ク
等

定

　員

　
20
名
程
度

　（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
除
く
）

申
し
込
み

　
説
明
会
の
前
日
ま
で
に
、
県
警

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
愛
媛
県
採
用
試
験
受

験
等
申
込
シ
ス
テ
ム
か
ら
参
加
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
ア

プ
リ
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　
☎
０
８
９-

９
３
４-

０
１
１
０

【
試
験
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
実
施

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

８
月
は「
電
気
使
用
安
全

                 

月
間
」で
す

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
に
お
け
る
電
話
相
談

開
設
の
お
知
ら
せ

税
務
署
で
の
面
接
相
談
は

　
　
事
前
予
約
が
必
要
で
す

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
３

メ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ン
募
集

夏
の
愛
媛
県
警
採
用
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

障
害
者
週
間
ポ
ス
タ
ー
募
集

募
　
集

令
和
４
年
度
危
険
物
取
扱
者
試

験
と
準
備
講
習
会
に
つ
い
て
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Information

試
験
日
　
10
月
23
日
㈰

会
　
場

▼
一
般…

松
山
大
学

▼
学
生…

県
立
吉
田
高
等
学
校
他

願
書
受
付

▼
書
面
申
請

　
８
月
26
日
㈮
〜
９
月
５
日
㈪

▼
電
子
申
請

　
８
月
23
日
㈫
９
時
〜

　
　
　
　
９
月
２
日
㈮
17
時
ま
で

試
験
種
類

　
甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類

受
験
料

　
甲
　
種
　
６
，
６
０
０
円

　
乙
　
種
　
４
，
６
０
０
円

　
丙
　
種
　
３
，
７
０
０
円

願
書
配
布

　
消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分

署
・
各
地
方
局
防
災
対
策
室

問
い
合
わ
せ
・
願
書
提
出
先

　（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
愛
媛
県
支
部

　
☎
０
８
９-

９
３
２-

８
８
０
８

【
準
備
講
習
会
】※

乙
種
第
４
類
対
象

日
　
時

　
９
月
10
日
㈯
　
９
時
〜
17
時

会
　
場

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
４
階
大
会
議
室

受
講
料

　
会
　
員
　
５
，
０
０
０
円

　
非
会
員
　
７
，
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代

▼
法
令
・
実
務…

各
１
，４
０
０
円

▼
問
題
集
（
乙
種
第
４
類
）

　
　
　
　
　
　…

１
，
７
０
０
円

受
付
期
間

　
講
習
会
当
日
ま
で 

　（
土
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
８

時
30
分
〜
17
時
15
分
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
予
防
課
内

　
宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会

事
務
局

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

７
５
０
１

　
次
の
と
お
り
、
各
種
自
衛
官
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格

　
18
歳
〜
32
歳
ま
で
の
方

試
験
日
お
よ
び
試
験
地

▼
９
月
16
日
㈮
・
18
日
㈰

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

▼
９
月
17
日
㈯

　
明
倫
公
民
館
（
宇
和
島
市
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

受
験
資
格

　
18
歳
〜
32
歳
ま
で
の
方

試
験
日
お
よ
び
試
験
地

▼
９
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯

　
　
　
26
日
㈪
・
27
日
㈫

　
　
　
28
日
㈬

　
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

【
航
空
学
生（
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
）】

受
験
資
格

（
海
上
）

　
高
卒
（
見
込
含
む
）
で
22
歳
ま

で
の
方

（
航
空
）

　
高
卒（
見
込
含
む
）で
20
歳
ま
で

の
方

試
験
日
お
よ
び
試
験
地

　
９
月
19
日
㈪

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

受
付
期
限

▼
一
般
曹
候
補
生 

９
月
５
日
㈪

▼
自
衛
官
候
補
生 

９
月
12
日
㈪

▼
航
空
学
生
　
　 

９
月
８
日
㈭

問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　
☎
０
８
９
５-

２
３-

５
４
３
１

　
自
宅
で
学
べ
る
！
好
き
な
時
間

に
学
べ
る
！
ス
マ
ホ
で
学
べ
る
！

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
職
業
訓
練
（
在

宅
型
）「
事
務
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
（
簿
記
・
労
務
）」
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

期
　
日

　
９
月
21
日
㈬
〜

　
　
12
月
20
日
㈫
の
３
カ
月
間

場
　
所

　
自
宅
で
受
講

　（
５
日
間
だ
け
通
学
有
り
）

　（
入
校
・
修
了
式
を
含
む
）

　
㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　
松
山
支
社

　（
松
山
市
三
番
町
７-

13-
13
）

内
　
容

　
ス
マ
ホ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
在
宅
型
公
共
職
業
訓
練

で
す
。

　
自
宅
に
い
な
が
ら
簿
記
に
関
す

る
知
識
（
日
商
簿
記
３
級
検
定
対

策
ま
で
完
備
）
と
労
務
に
関
す
る

知
識
（
労
働
基
準
法
・
労
災
保
険

法
・
雇
用
保
険
法
・
健
康
保
険
法
・

国
民
年
金
法
、厚
生
年
金
保
険
法
）

を
習
得
し
、
経
理
事
務
や
総
務
事

務
等
の
事
務
職
を
中
心
と
し
た
職

種
へ
の
「
再
就
職
」
を
目
指
し
ま

す
。

対
　
象

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を

行
い
、
職
業
訓
練
の
受
講
あ
っ
せ

ん
を
受
け
た
方
、
な
ら
び
に
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
に
必
要
な
パ
ソ

コ
ン
（
ス
マ
ホ
で
も
可
）、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
準
備
で

き
る
方

定
　
員

　
15
人

料
　
金

　
テ
キ
ス
ト
代
税
込
８
，０
０
０
円

申
込
期
間

　
８
月
８
日
㈪
〜
９
月
５
日
㈪

申
込
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

８
６
０
９

問
い
合
わ
せ

　
㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　
松
山
支
社

　
☎
０
８
９-

９
６
１-

１
３
３
３

内
　
容

　
県
内
企
業
20
社
が
参
加
す
る
合

同
面
接
会
。
参
加
企
業
は
す
べ
て

応
募
前
に
職
場
見
学
が
で
き
ま

す
。
自
分
に
ピ
ッ
タ
リ
の
企
業
と

出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
８
月
20
日
㈯

　
10
時
30
分
〜
13
時

　
14
時
30
分
〜
17
時

場
　
所

　
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
　
８
階

　
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

　（
松
山
市
南
堀
端
町
２-

３
）

対
　
象

　
２
０
２
３
年
３
月
卒
業
予
定
の

　
学
生
、
既
卒
３
年
以
内
の
求
職

　
者
、
一
般
求
職
者

申
し
込
み

　
事
前
申
し
込
み
不
要

料
　
金

　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

　
☎
０
８
９-

９
１
３-

８
６
８
６

各
種
自
衛
官
募
集
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
職
業
訓
練

　
　  

（
在
宅
型
）の
ご
案
内

え
ひ
め
の
キ
ラ
リ
企
業

　
　
就
職
フ
ェ
ア
２
０
２
２

催
　
し

日時 8月19日（金）　10時～ 15時
場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり
　　 ◆日吉保健センター
問人権…町民生活課戸籍住民係  内線2113
　行政…総務財政課行政係  内線2206
　心配…社会福祉協議会  ☎45-3709

「人権・行政・心配ごと相談」

広報きほく　2022.815



5・7・5に乗せて

こ
の
道
は
昔
の
ま
ま
よ
道
を
し
へ

伊
藤
　
　
京

七
回
忌
静
か
に
終
え
て
夏
の
庭

福
本
　
恵
子

若
竹
の
明
る
し
老
い
る
こ
と
忘
れ

浜
田
　
千
鶴

見
お
ろ
せ
ば
植
田
の
色
の
と
り
ど
り
に

小
西
　
あ
や

あ
れ
も
駄
目
こ
れ
も
駄
目
だ
と
夏
の
服

高
田
　
弘
子

一
人
居
も
気
儘
な
も
の
よ
蝸
牛

藤
田
　
光
子

青
田
波
静
か
な
時
間
紡
ぎ
お
り

井
谷
　
け
い

夏
帽
子
か
ぶ
り
な
お
し
て
反
戦
歌

高
橋
　
　
妙

薫
風
に
地
蔵
ほ
ほ
え
む
沈
下
橋

松
岡
　
寛
孝

愛
媛
若
葉
ひ
ろ
み
句
会

平
家
村
山
懐
に
滝
隠
す

久
保
田
由
布

竹
の
子
を
蔓
で
結
は
へ
届
け
ら
る

氏
本
佐
喜
恵

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
四
つ
葉
ク
ロ
ー
バ
ー
見
つ
け
た
り

金
子
　
和
子

青
柳
先
を
流
れ
に
遊
ば
せ
て

木
原
　
幸
江

母
の
日
や
淡
き
香
り
の
花
石
鹸

末
廣
　
典
子

這
い
出
る
も
の
飛
び
出
づ
る
も
の
春
た
け
な
は

善
家
　
初
穂

外
に
立
つ
吾
を
急
か
せ
る
時
鳥

土
居
原
佳
子

機
械
植
ゑ
の
田
に
足
跡
の
残
り
ゐ
る古

谷
　
久
代

何
処
よ
り
入
り
し
か
部
屋
に
蛍
の
火渡

邊
三
代
子

　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　  

か
ず
ら
　
　
ゆ

あ
お
や
な
ぎ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
　
　
か
お
　
　
　
　
は
な
せ
っ
け
ん

  

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

せ
　
　
　
　
　
　
ほ
と
と
ぎ
す

い
ず
こ 愛

治
俳
句
会

そのネット注文、「定期購入」かもしれません！

　ネットで注文した化粧品やサプリメントの定期購入トラブルが後を絶ちません。改正特定商取引法が令
和４年６月１日施行され、消費者が誤認するような表示が禁止されました。通販業者は最終確認画面で価格、
分量、契約期間、支払時期、支払方法、解約方法等について必ず表示しなければなりません。
　通信販売の場合、クーリング・オ
フ制度の適用はありません。しかし、
最終申込画面に必要な項目が表示さ
れていなかった場合に、紛らわしい
表示によって申し込んだ場合は契約
を取り消すことができます。
　「いつでも解約できます」「定期し
ばりなし」「初回限定〇％オフ」と
いうような表示があったとしても、
注文を確定する前に、契約内容をよ
く確認しましょう。そして証拠を残
すため最終確認画面のスクリーンシ
ョットを残しておきましょう。

消費生活だより

ご注文内容の確認
【初回トライアルコース】
通常２０００円を75％オフの
初回限定価格５００円！

お客様情報
お名前　　鬼王丸
ご住所　　鬼北町永野市

商品価格　５００円（税込）
送料　　　　　０円（税込）
合計　　　５００円（税込）

トライアルに申し込む

６カ月の定期購入を条件に最初の1カ月が割引
となります。翌月以降は通常料金です。契約は
自動更新されます。

【悪い申込画面の一例】 定期購入に関する表示義務
◎定期購入である旨・価格・分量・
　契約期間・総額を明記する。

◎商品の引渡時期、代金の支払時
　期を明記する。
◎ 【注文を確定する】のように
　分かりやすいボタン表記に。
◎解約条件・解約方法を明記する。
◎解約したい場合に必ずつながる
　連絡先を書く。
◎分かりやすい文字の大きさで
　表示する。

（望ましい表示の一例）
★トライアルコース（６カ月定期コース）
初回（１袋）　　　　  500円（税込）
２回目以降（１袋）　2,000円（税込）
契約期間　　　　　　 ６カ月
総額（６カ月）　　 10,500円（税込）
送料（１回当たり）　　500円（税込）

定期購入か
どうか不明

契約期間や支
払総額が不明

支払時期・支
払方法が不明

解約方法や解
約条件が不明

契約条件が小
さくて読みに
くい

このボタンで
申込みが完了
するのか不明

広報きほく　2022.8 16



コラムの広場

ＡＬＴの鬼の里Ｄiary

きほくのまち人探訪

　みなさんこんにちは！私の名前はブライア
ン・カヒルです。
私は、アメリカのフロリダ州のタンパ市から
来ました。タンパは、人口40万人近い大き
な街ですが、その人口規模にもかかわらず、
いつでも知り合いに偶然会うことができる、
素敵な地域です。家を出て、知り合いと会
うことが好きなので、鬼北のような小さな
町に住むのが大好きです。
　私がこの仕事に応募したとき、私の希望
は四国に住むことでした。こんなに安全な
国に居て、いい人たちに囲まれていること
をとてもうれしく思います。

　この町の人々はとても親切で、私はこの
コミュニティの一員であることをうれしく思
います。
　私は鬼北に到着してから、まだ愛媛県
の外に出ていません。私はここでの時間を
本当に楽しんでおり、田舎で思い出を作る
のが大好きです。鬼北での生活の素朴さ
にとても満足しています。
　日本語が堪能になりたいので、よろしけ
れば日本語を教えてください！言葉がどん
なに難しいかは関係ありません！私はただ、
全てを学びたいと思っています！よろしくお
願いします！

　早いもので、協力隊の任期もあと１年程
となりました。やりたいことはまだまだあり
ますが、変に焦らず、一つ一つ順番に取り
組んでいきたいと思っています。
　先日、松山市の三津浜という港町に行っ
てきました。手仕事でものづくりをされてい
る方が沢山おられて刺激になりました。何
人か、作り手の方と和紙の話をする機会が
ありましたが、泉貨紙についてはあまり知
られていない様子。それだけに、改めて泉
貨紙のこれからの可能性を感じました。
　また、三津浜は古民家・空き家の活用

も盛んで、コンサートや演劇等のイベント
に使ったり、飲食店や小売店、工房が入っ
ていたりしていました。今あるものを活か
し、その土地らしさを表現している所もあ
り、感銘を受けました。
　和紙の活動に関しては、泉貨紙を使った
小物づくりに取り組んでいます。コロナに
より活動を自粛しなければならない状況
も、まだ少し続きそうですが、泉貨紙に触
れてもらうべく、これからは各種イベント
への出店販売にも取り組んでいきたいと考
えています。

地域おこし協力隊活動日記

～Brian編～ 「It doesn’t matter how difficult the words are」

　広報きほく６月号の表紙を飾った「成川
渓谷グリーンマーケット」を主催している
田中寸美子さん。鬼北町に伝わる伝統和
紙である「泉貨紙」を様々なハンドメイド
品に加工する、泉貨紙雑貨作家として活躍
しています。
　柿渋染めの泉貨紙を使ったハンドバッグ
や名刺ケース、コースターなどを手作りで
制作している田中さん。布や革製品のよう
な質感があり、丈夫で長く使える柿渋染め
の泉貨紙雑貨は、近永のアエレールきほく
や宇和島市の木屋旅館、成川渓谷グリー
ンマーケットなどで販売されています。泉
貨紙雑貨の他にも、陶芸・生け花・絵手紙・
習字など多くの趣味に打ち込み、そこから

得たアイデアを、泉貨紙雑貨にも取り入れ
たり、使い古しの「大漁旗」や「こいのぼり」
の生地を泉貨紙と一緒に縫い合わせ、強
度と彩りを増す工夫を行うなど、作品を日々
進化させています。
　「泉貨紙を伝統産業として引き継いでいく
ためには、付加価値を付け、需要のある
物を作っていく必要がある」と話す田中さ
ん。地元の人にもまだまだ知られていない
“泉貨紙の魅力”を伝えたい。そして、生
業として泉貨紙に取り組んでくれる人が現
れるよう、これからも様 な々工夫を凝らし、
楽しみながら泉貨紙雑貨を作っていきたい
と、笑顔で話していました。

「泉貨紙雑貨、工夫を重ねて作り続けたい」

「三津浜に行ってきました」
地域おこし協力隊3年目

粟野  正臣
あわの　  まさおみ

田中　寸美子さん
たなか　　 す　み　こ
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編
集
後
記

▼
食
生
活
改
善
の
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
小
倉
の
芝
美
智
子
さ
ん
。
ご

夫
婦
と
も
に
元
役
場
職
員
で
あ

り
、
取
材
中
に
夫
の
嘉
彦
さ
ん
か

ら
は
「
ワ
シ
も
半
世
紀
ほ
ど
前
に

広
報
担
当
や
っ
た
ん
よ
！
」
と
聞

か
さ
れ
て
び
っ
く
り
！
当
時
は
、

家
族
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
紙

面
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
こ
と

な
ど
、
半
世
紀
前
の
思
い
出
を
お

話
し
い
た
だ
き
、
今
も
昔
も
変
わ

ら
な
い
広
報
担
当
と
し
て
の
苦
労

が
あ
る
ん
だ
な
ぁ…

と
し
み
じ
み

感
じ
ま
し
た
（
輝
）

今

月

の

１

枚

川
の
土
手
に
咲
き
誇
る「
己
生

え
」
の
草
花
。
広
見
川
清
掃
の
と

き
に
刈
り
飛
ば
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
聞
け
ば
、
近
く

に
住
む
方
が
大
切
に
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。そ
の
方
と
お
話
し

て
、「
そ
し
た
ら
道
端
だ
け
は
残

そ
う
か
ね
！
」
と
、
配
慮
あ
る
や

り
取
り
が
そ
の
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。小
さ
な
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
人
ど
う
し
が
つ
な
が
っ

て
、温
も
り
あ
る
ま
ち
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

　今年は６月中旬の梅雨明け以降、猛
暑日が続き、熱中症で救急搬送や入院
される方が増えています。長期予報で
も今後も暑い日が続くとのことで熱中
症に対する備えが大切です。
　今般の新型コロナウイルス感染の拡
大に伴い、当院では発熱外来を常設し
ております。院内感染拡大防止の観点
から、発熱を認める方には必ず新型コ
ロナウイルス感染の有無を検査してお
ります。経過より熱中症が疑われる方
でも発熱を認める場合には、直接来院
されるのではなく、前もってお電話に
て発熱外来にお問い合わせいただくよ
うお願いいたします。
　熱中症を防ぐには、高温時は屋外で
の作業を控え、室内でもエアコンなど
を活用し、こまめな水分補給を心がけ
て下さい。特に高齢の方は暑さを感じ
にくく、喉も乾きにくいため、気づかな
いうちに脱水状態になりやすいので注
意が必要です。

北宇和病院
だより

　近年、熱中症の多くは日常生活の中で発生しています。令和３年度全国での熱中
症による救急搬送人員は47,877人でした。熱中症は症状が重くなると命への危険
が及ぶこともありますが、適切な予防法を知っていれば重症化を未然に防ぐことが
できるため、より効果的な対策をとることが重要です。熱中症対策とコロナ感染防
止を両立していきましょう。

　私たちの体は体温が上がった時に、汗をかくことで汗が蒸発すること（気化熱）や、
末消血管が拡張し体の表面から空気中に熱を逃すこと（熱拡散）によって、体温を
調節しています。しかし、気温や湿度が高い環境では、体内で作られた熱をうまく
外に逃すことができなくなります。さらに、熱を下げようと汗をかくことで体内の
水分や塩分が減少し、体内の血液の流れが悪化することで臓器への血流不足や体外
にうまく熱を逃すことができず、体内に熱がたまってしまうことで体調不良を引き
起こします。

●マスク着用による熱がこもった温かい空気を吸うことになり体温が上がりやすく
なる。
●マスクによる狭い空間内で呼吸をするため、呼吸をするために使う筋肉に負担が
かかり、筋肉運動が増えて体温が上昇する。
●顔をマスクで覆っているため、熱を逃しにくくなる。

□風通しの良い環境で過ごす。（エアコンと扇風機等を上手に使い、換気も取り入
れる）
□マスクを外せる時間をみつける。（屋外で人と距離（目安は2ｍ以上）が取れている、
静かに人とすれ違う場面など）
□いつでも飲み物を持参しこまめな水分補給をする。（マスク着用時は特に意識する）
□涼しい服装を心掛ける。（熱を発散しやすい素材を選ぶ）
□温度と湿度の数字に敏感になる。（湿度は10％違うと体感温度が２度違う）
□暑さに備えた体づくりと日ごろから体調管理をする。（規則正しい生活・睡眠・
栄養）

健康ほくほく通信健康ほくほく通信健康ほくほく通信
問保健介護課　保健係　内線3113～3116

No.28 新しい生活様式での熱中症予防2022～マスク熱中症にご注意～

熱中症について

熱中症のメカニズム

マスク着用による熱中症のリスク

熱中症対策×コロナ感染防止の両立のために気をつけること

熱中症警戒アラートは　
こちら⇒
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悠
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ゆ
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松
浦
　
一
葉
ち
ゃ
ん

♡

３
歳
奈
良

ま
つ
う
ら
　
　

か
ず
は

長
尾
　
琉
海
く
ん

♡

２
歳
小
西
野
々

な
が
お
　

る
　
か

渡
邊
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松
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く
ん
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歳
奈
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ま
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河
野
　
燈
ち
ゃ
ん

♡

１
歳
国
遠

こ
う
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あ
か
り

清
家
　
蒼
生
く
ん

♡

２
歳
永
野
市

せ
い
け

    

あ
お
い

Happy
Birthday

ー ー
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木
の
温
も
り
と
笑
顔
に
溢
れ
て

久
保
田

　典
夫
さ
ん

望
保
子
さ
ん

　
　
　
　万
結
ち
ゃ
ん

悠
央
く
ん

久
保
田

　維
子
さ
ん

　山
本
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知
子
さ
ん
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　た
だ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま

　ち

　こ

　
内
深
田
の
久
保
田
さ
ん
ご
家
族
。
木
に
こ
だ

わ
っ
た
新
築
の
木
造
住
宅
と
、
築
100
年
近
い
古
民

家
に
、
三
世
代
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
共
働
き
で
忙
し
い
日
々
を
送
る
典
夫
さ
ん
と
望

保
子
さ
ん
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
お
母
さ
ん
の

維
子
さ
ん
と
眞
知
子
さ
ん
に
、
野
菜
作
り
や
家
事
・

子
育
て
な
ど
を
手
助
け
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
と
話
し
ま
す
。

　
小
学
１
年
生
の
万
結
ち
ゃ
ん
は
、
本
が
大
好
き

で
、
小
学
校
の
図
書
室
か
ら
100
冊
以
上
も
借
り
て

読
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
に
も
な
っ

た
「
舞
妓
さ
ん
ち
の
ま
か
な
い
さ
ん
」
に
ハ
マ
っ

て
い
る
影
響
で
、
将
来
の
夢
は
舞
妓
さ
ん
だ
そ
う

で
す
。

　
弟
の
悠
央
く
ん
は
、
歌
や
踊
り
が
大
好
き
。
外

出
先
で
は
誰
に
で
も
愛
想
を
振
り
ま
く
人
気
者
で

す
が
、
遊
ん
だ
モ
ノ
は
き
ち
ん
と
元
の
所
に
戻
す
、

と
て
も
几
帳
面
な
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
服
や
靴
の
サ
イ
ズ
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
り
、
悠
央
く
ん
が
お

姉
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
し
て
色
ん
な
言
葉
を
し
ゃ
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
早

さ
を
日
々
感
じ
て
い
る
と
い
う
久
保
田
さ
ん
ご
家

族
。「
将
来
は
、
自
分
の
や
り
た
い
事
を
見
つ
け
て
、

自
立
で
き
る
大
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
微
笑

む
家
族
に
見
守
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
か
ら

も
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
普
段
は
な
か
な
か
お
出
か
け
が
で
き
な
い
分
、

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
日
々
の
暮
ら
し
を
大
切

に
、
家
族
全
員
元
気
に
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
し
た
。

　
次
回
は
、
望
保
子
さ
ん
の
元
同
僚
の
、
酒
井
済

さ
ん
ご
家
族
で
す
。

食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ ―食生活改善推進協議会 好藤支部―

いりこ（大羽）
味噌
湯冷まし
麦ごはん
好みの薬味
（大葉、みょうが、ごま、きゅうりなど）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・600ml
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

～

エネルギー：374 　たんぱく質：16.6g　
脂質：2.3g　炭水化物：68.1g　食塩相当量：2.5g

❶薬味を刻んでおく。
❷いりこの頭とワタを取り、小さく刻んで空入りをする。
❸すり鉢に❷を入れ粉々になるまですりつぶし、味噌
を加えて一緒によくすり混ぜる。アルミホイルに味
噌を伸ばし、トースターかオーブンで色がつくまで
焼く。

❹❸に湯冷ましを少しずつ加えてすりのばし、味を調
える。

❺❹を麦ごはんにかけて食する。好みで薬味を添える。
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